
令和６年度 公益社団法人大垣地域シルバー人材センター 

事 業 報 告 

 

令和６年度は、社会経済情勢の変化を鑑み、新たな目標値を設定した「第２次中

期計画」の初年度として「就業機会の拡大」「会員拡大の推進及び高齢化対策」「安

全適正就業の推進」及び「デジタル化に伴う組織運営の強化」を目標に掲げ会員と

役職員が一体となり、積極的な事業運営に取り組んでまいりました。 

 

事業実績については、会員数は、前年度比 14 人減の 834 人（中期計画目標値に対

する達成率 92.2％）、受注件数は、前年度比 118 件減の 5,641 件（同 95.7％）、ま

た契約金額は、前年度比 157 万円増の 4億 4,986 万円（同 95.4％）となりました。

契約額の増加は、積極的な適正就業の見直しにより、請負契約から派遣契約への切

替えを図り、また新規派遣契約の獲得により、派遣事業における契約額は、前年度

比 532 万円増の 7,830 万円となりました。 

 

 会員拡大の面では、行政の協力を得て会の情報提供（ＰＲチラシの全戸配布等）

を継続、定期的に開催する入会説明会においては、詳細な就業紹介と就業相談を積

極的に行い、また「ひとり一会員紹介制度」による入会者の獲得とゴールド会員へ

の移行による会員継続を図ってまいりました。その他にも会員互助会活動のグラン

ドゴルフ大会や親睦旅行などの活動を支援し、会員同士の親睦を図ることにより退

会抑止に努めてまいりました。 

 

 会員の支援においては、フリーランス新法の施行や新契約への移行に伴う就業条

件明示書の発行や業務連絡等における、会員の負担軽減を図るため、スマートフォ

ンの活用を支援するため「スマホ教室」を延 16 回（175 人受講）開催し、さらに会

員とのコミュニケーションツールの「Smile to Smile」や「LINE」の登録を積極的

に進め、デジタル化による組織運営の強化に努めてまいりました。 

 

安全就業に関しては、「事故ゼロ」に向け安全・適正就業委員会による現場巡回指

導のチェックポイントの見直しを図り、傷害・賠償事故の発生件数は 27 件、交通事

故は 0 件、前年と比べ 10 件の減とすることができました。賠償事故では、草刈機等

による事故が増加（飛び石 7 件（前年度 5件）、水道管等の切断 5件(同 4件)）した

ため、安全適正就業基準の見直しと次年度に向け草刈機講習会の内容の検討を行い

ました。 

 

今後も会員の皆様をはじめ、関係機関のご協力及びご支援のもと、シルバー 

事業のさらなる推進を図ってまいります。 

 

以下は令和６年度の具体的な事業の実施状況をご報告いたします。 



 








